
１．電気事業会計
　　三隅川発電所などのリニューアル工事期間中の運転停止により減収減益。

損益計算書

(単位：百万円）

R1年度 H30年度 比較増減

1 1,762 1,990 △ 228

2 うち水力発電電力料 888 1,081 △ 193

3 うち風力発電電力料 569 602 △ 33

4 うち太陽光発電電力料 299 295 4
5 182 166 16

6 2,653 2,040 613

7 うち減価償却費 797 821 △ 24

8 78 52 26

9 △ 787 64 △ 851
10 11 15 △ 4

11 9 0 9

12 △ 785 79 △ 864

《施設別損益状況：当期純利益》 (単位：百万円）

R1年度 H30年度 比較増減

13 △ 893 △ 96 △ 797

14 　風力発電 63 100 △ 37

15 　太陽光発電 45 75 △ 30

建設仮勘定の費用化による増

令和元年度 各事業会計決算の概要　　　

　営業費用（C) リニューアルに伴う固定資産除却費用の増＋621

風力発電所の減価償却費の減△１５

  財務費用、事業外費用（D) 退職手当他会計負担金の贈＋４１

  財務収益、事業外収益（B) 退職手当他会計負担金の贈＋４１

区　　分

　営業収益（A)

当期経常利益　(A+B-C-D=E）　

　特別利益（F)

　　　　主　な　増　減　理　由　（　対　前　年　）

ﾘﾆｭｰｱﾙ停止及び降水量の減による減収(八戸川
①:H31.1月～、飯梨川:H31.2月～)による減収

故障時間の増加や暖冬による季節風弱による減
収

天候に恵まれ増収

R1:固定資産売却益（雑賀町元職員公舎）
H30:災害共済金収益

区　　分

　特別損失（G)

当期純利益　(E+F-G）

　水力発電

電力料収入の増＋４
営業費用の増(減価償却費の増他)＋３４

　　　　主　な　増　減　理　由　（　対　前　年　）

電力料収入の減△１９２
営業費用の増＋５９２

電力料収入の減△３３
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２．工業用水道事業会計

     営業収益はほぼ前年度並みで黒字を確保。

     飯梨川工業用水道事業は５年連続の黒字を計上したが、江の川工業用水道事業は修繕費等

　の影響により赤字。

損益計算書

(単位：百万円）

R1年度 H30年度 比較増減

1 180 178 2
2 うち給水収益 180 177 3
3 26 24 2

4 190 182 8

5 うち減価償却費 66 65 1

6 7 7 0
7 9 13 △ 4
8 9 13 △ 4

9 1,318 1,327 △ 9

《施設別損益状況：当期純利益》 (単位：百万円）

R1年度 H30年度 比較増減

10 20 43 △ 23

11 △ 11 △ 30 19

　飯梨川工業用水道
修繕費+15
資産減耗費＋9

　江の川工業用水道 修繕費＋12
給水収益＋4

当期経常利益　(A+B-C-D）　

累積欠損金　

区　　分 　　　　主　な　増　減　理　由　（　対　前　年　）

当期純利益

区　　分 　　　　主　な　増　減　理　由　（　対　前　年　）

　営業収益（A)

江の川：給水量の増＋４

　営業費用（C) 飯梨川：資産減耗費＋８

　営業外収益（Ｂ)

　営業外費用（D)



３．水道事業会計
　　営業収益はほぼ前年度並みで黒字を確保。
　　なお、修繕費等の影響により、斐伊川は赤字。　一方、飯梨川及び江の川は黒字。

損益計算書

(単位：百万円）

R1年度 H30年度 比較増減

1 1,612 1,613 △ 1
2 うち給水収益 1,612 1,612 0
3 359 341 18
4 1,740 1,767 △ 27
5 うち減価償却費　 1,101 1,094 7
6 164 152 12
7 67 35 32
8 0 0 0
9 67 35 32

10 396 463 △ 67

《施設別損益状況：当期純利益》 (単位：百万円）

R1年度 H30年度 比較増減

11 11 △ 10 21

12 △ 15 △ 22 7

13 　江の川水道 71 67 4

４．宅地造成事業会計
　　江島工業団地は平成30年度に完売
　　江津地域拠点工業団地においては、令和元年度は分譲の実績はなく、赤字を計上

(単位：百万円）

R1年度 H30年度 比較増減

1 31 241 △ 210
2 4 2 2
3 49 201 △ 152
4 0 0 0
5 △ 14 42 △ 56
6 △ 14 42 △ 56

7 0 0 0累積欠損金　

　営業外費用（D)

当期経常利益　(A+B-C-D）　

　営業費用（C) 売却が無かったため減

　営業外収益（Ｂ)

当期純利益

区　　分 　　主　な　増　減　理　由　（　対　前　年　）

　営業収益（A) 売却が無かったため減（割賦収入のみ）

区　　分 　　主　な　増　減　理　由　（　対　前　年　）

　飯梨川水道 修繕費△25、委託料+8

　斐伊川水道 修繕費△8、委託料△7
支払利息△9、負担金+10

修繕費△8、委託料△9
動力費＋5

損益計算書

累積欠損金　

当期経常利益　(A+B-C-D=E）　

区　　分

　営業収益（A)

　　主　な　増　減　理　由　（　対　前　年　）

　営業外収益（Ｂ) 退職手当負担金の増+24

　営業費用（C)

　営業外費用（D) 退職手当負担金の増＋24
企業債利息△11

当期純利益（E+F）

　特別利益（F)


